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段々畑木星擁壁花壇

玄関廊下 縁側

養鯉池

客間井戸

音を奏でる竹樋

季節に呼応する建具

水を形態変化させる屋根

山を眺められる高窓

筍を探す窓

雪あかりを取り込む出窓

落ち葉と雨を保持する石置き屋根

季節を知らせる窓

あいの風を廊下に取り込む地窓

雪を集める大屋根
雪を邪魔者として扱うのではなく利用物するために、“集めて” 落と
すという役割を持たせた大きな瓦屋根。各所に落とされた雪は冷却
装置や壁として機能する。

重力換気のため高い位置設けた窓は、冬の時期に時折輝く立山連峰
を眺めることができる窓としての役割も持っている二面性あるオブ
ジェクト。

2階の片隅に不自然にも掃き出し窓のように設けた大きな窓は、雨
上がりの石置き屋根で冷却された外気を取り込む窓としてだけでは
なく、それは裏庭の竹藪の地面を見渡すことができ、春になる芽生
える筍を探すことができる窓になる。

敷地西側の広がる田んぼに面した出窓は冬の積雪時に田んぼに溜ま
る雪に差し込む光の反射光を取り込む窓としての役割を与えている。
差し込む雪あかりと出窓の窓辺の小上がりを手がかりとして多様な
ふるまいを受け入れる。

大きな石置きやねは多様な隙間を有し杉から落ちるスンバなどの落
ち葉や、大屋根から落ちる雨を保持する役割を与えている。時間の
経過とともに屋根には多様な植物が繁殖し従来の不具合としての屋
根ではなく眺める屋根となることを期待している。夏には繁殖した
植物と石が雨水を保水し、雨上がりの蒸発潜熱によって打ち水のよ
うに一時的に周囲の気温を下げる役割もある。

奥に向かって斜めにカットされた開口が、絵のように外部の様子を
映し出す。季節の変化とともに窓前に植えられた桃の木が花を咲か
せたり実をつけたりする様子によって時間の経過を感じ取ることが
できる特異なオブジェクト。

重力換気を促すため地窓はあいの風（夏風）の方角に正対し廊下に
風を呼び込む窓としての役割を持つ。住宅内の余白として捉えられ
る廊下に対して風を手がかりに居場所化できることを期待している。

稲作時期の春先から秋までは開かれたり外されたりしながら他者を
引き込む。冬になれば閉じられ部屋を小さく閉じ暖かさを保つ建具
として家族が集まることができる個室を作ることができる。

屋根を円形にすることで太陽光の移ろいと対応し養鯉池に入り込む
こむ光の反射を受け止め水面の揺らぎを取り込む。また緩やかな傾
斜屋根は雪を保持し、流れる融解水は軒先で氷柱を形成する。
水と多様な関係を持ったオブジェクト。

屋根に付随する竹樋は排水路の竹垣や横架材の竹で簡易的に結んで
固定する。風が吹くことで竹がぶつかり合う音や絡んだ植物擦れ音
を奏でる装置として楽しませてくれるオブジェクト。

夏風を浴びる掃き出し窓付き階段
階段を移動するための余白空間として儲けるだけではなく、草屋根
へと出る掃き出し窓と合わせて構成することで夏風を取り込む大開
口を有した階段として風をにあたる居場所にもなれる階段。

周囲色の変化を映し出す外壁
地域のアルミ素材で仕上げられた外壁。太陽光や空、カイニョの色
の変化、雪景色など自然環境の色の変化を映し出す役割を持ってい
る。多面的なフォルムをもつことであらゆる視点に対応しながら周
囲の変化を映す。住まいの中のプライバシーを守りながらも訪れる
に対して眺めることを導く外壁。

作物を採る手がかりとなる草屋根
カイニョの落ち葉を受け入れ、時間の経過と共に土となり新たな植
物が生えることを許容する草屋根。草屋根にすることで屋根面は居
場所として解放され、カイニョに近づくことができる手がかりとし
て季節に呼応して実る作物を採る手がかりになったり開けた居場所
として多様に変化する空を眺められたりできる。

干し場となる組柱
4本の柱と４方向交互の相欠きで束ねた組柱で構成するアプローチ
は隙間を有した構造材として横架材を掛ける手がかりになっている。
季節に応じた気温や湿度、日当たりの変化と呼応しながら柿や稲刈
り後の稲わらを干すと良いでしょう。

冷感装置としての廊下
単なる移動空間としての廊下という解釈で構成するのではなく広く
幅をとり、地窓に面して構成することで取り入れられた夏風を手が
かりとして横になって休憩できる場所となる。冬には漂う冷気によっ
て飲み物等が冷やされる場所にもなる。

雪で壁化し公私を分ける開戸
大屋根から落ちた雪によって冬に開かなくなる大きな開き戸。
春から秋にかけては農業従事者や訪れる人を引き入れる扉として機
能するが、冬に開かなくなることで内部空間は私的な専用空間とな
る。環境と呼応した公私の分け方がなされる開き戸。

季節で色移りする屋根
透明なアクリル屋根が多様な空からの落ちモノを受け止める。
時には、散る花びらや枯れ葉を受け止め鮮やかに彩られる屋根とし
て、時には雪や雨を受け止める屋根として、受け止めたモノたちを
眺めることができる屋根である。

千場となる床
透明なアクリル屋根によって、雨が当たらず日差しが照りつける環
境を有している内部から飛び出た床。そこでは野菜や洗濯物など多
様な干物が干される場所となる。

植物で彩られる境界
用水路の堤防をコンクリートで固めるという解答ではなく、木製擁
壁や丸太杭で土止めを行う。それらは花壇や段々畑として住人が手
入れする余地を持ち植物で彩られた境界部が季節によってさまざま
な表情を見せることで他者がふるまう手がかりを有する。

日光を浴びる縁側
円形に設え太陽の移ろいと呼応しながら時間帯に応じた多様な日光
を取り入れる縁側。半外部空間として日が当たる場所や影となる場
所で過ごすことができる。

断面図　S＝1/100

変化を享受したふるまいを導くヴァナキュラー・オブジェクト

提案するヴァナキュラー・オブジェクトたちの集積によって、室単体として完結す
る暮らしではなく、建築内、外全体に多様な“地域の言語を持った”居場所が構築され、
振る舞う人々とともに地域性ある風景が現れます。
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